
多世代が利用する川沿いの散策路と一体的に児童館を計画することで、児童館は多世代の居場所となり得るのではないだろうか。
土手の傾斜を延長させそこを屋根として、その下に児童館を展開することで土手で過ごす気持ちよさを児童館に取り込めないだろうか。
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児童館が土手と同化するとき


